
つるぎ町長　殿

（ ）

注 1

2

備 考

要綱第８条に規定する「工事履行報告書（様式第２号）」を添付すること。

継続費又は債務負担行為に基づく複数年度契約の場合は、請負代金額の欄に請求し
ようとする年度に係る出来高予定額を、工期の欄に当該年度の出来高予定額に対応
する工事実施期間を併せて記載すること。

工 期
平成○○年６月１６日 ～ 平成○○年２月２８日

当該年度の出来高予定額に対応する工事実施期間
平成　　年　　月　　日 ～ 平成　　年　　月　　日

請 負 代 金 額
￥○，○○○，○○○円

当該年度の出来高予定額（ )

契 約 年 月 日 平成○○年６月１５日

代表者職氏名 代表取締役　○○　○○

　次の工事について、つるぎ町公共工事前金払及び中間前金払実施要綱（以下「要綱」とい
う。）第４条第１項の規定に基づき中間前金払の認定を請求します。
　なお、中間前金払の支払を請求した場合は、この工事に関し要綱第６条第２項の規定によ
る場合を除き、部分払の請求はいたしません。

工 事 名 平成○○年度　○○○○○工事

工 事 箇 所 つるぎ町○○字○○

様式第１号（第４条関係）

中間前金払認定請求書

平成○○年１０月２３日

所 在 地 美馬郡つるぎ町○○字○○　○番地

請負者 商号又は名称 ㈱○○建設
印

この欄は、下記の注２に該当する場合の

み記載し、それ以外は、空欄として下さい。

この欄は、下記の注２に該当する場合のみ記載し、

それ以外は、空欄として下さい。

記載例

この記載例の場合は、工期が６月１６日から翌年２月２８日ま

での２５８日間であり、工期の２分の１である１２９日を経過し

た日は、６月１６日から１３０日目の１０月２３日となるので、

認定請求はこの日以後にしかできません。

（また、中間前金払請求要領の「２，中間前金払の認定請求

をするることができる場合」の（２）及び（３）の要件を全て満

たす必要があります）

認定請求日時点で請負代金額が変更に

なっている場合は、変更後の金額を記載し

て下さい。



～

現在

特記事項

％

月

月 ％

月 ％

2 月

％

％ ％

100 ％ ％

1 月 95 ％ ％

12 月 80 ％ ％

認定請求日現在において、請求の
要件を全て満たしました。

11 月 65 ％ ％

10 月 45 ％ 50 ％

9 月 35 ％ 35 ％

8 月 25 ％ 25 ％

7 月 10 ％ 10 ％

6 月 5 ％ 0 ％

日 付 平成○○年１０月２３日

月　別 予定工程（％） 実施工程（％） 備　考

工 期 平成○○年６月１６日 平成○○年２月２８日

様式第２号（第４条関係）

工事履行報告書

工 事 名 平成○○年度　○○○○○工事

工 事 箇 所 つるぎ町○○字○○ 認定請求日と同じ日付を記載して下さい。

この欄は、工程表
に基づいて記載し
て下さい。

認定請求時点で工期が変更になって
いる場合は、変更後の工期を記載して
下さい。

要件を満たしている旨の記載

をして下さい。

この欄は、認定請求日現在の実施済分に
ついて記載して下さい。認定請求日現在
において、実施済みの工程が５０％以上で
あることが要件となります。

記載例


